
綾瀬市の事例紹介
介護予防事業における未病製品の活用事例

綾瀬市地域包括ケア推進課 三浦悠示



綾瀬市の概要

• 神奈川県のほぼ中央、都心から約40キロメートルに位置し、東西4.2キロメートル、南北7.6キ

ロメートルと南北に長く、面積は22.14平方キロメートルです。

• 地形は、市内を北から南へ緩やかに流れる蓼川、比留川、目久尻川の3河川による河岸段丘

と平坦地によって形成されていて、気候は比較的温暖です。

• 市北東部には行政面積の約18％を占める厚木基地が存在しています。



綾瀬市の人口の推移

総人口は減少傾向が続き、令和５年
１０月で８４，０７０人、令和２２年に
は７４，９０４人まで減少する推計で
す。

高齢者人口は２３，０００人前後で概
ね横ばいに推移していましたが、令
和７年から減少傾向となる見込みで
す。

一方で団塊ジュニア世代が高齢者
になる令和２２年に向けて高齢者人
口は再び急増し、令和２２年の高齢
者人口は２３，２０９人となり、高齢化
率は３１．０％と３人に１人は高齢者
になる推計です。



神奈川県内の高齢化率の比較

綾瀬市の高齢化率は令和
６年１月１日時点で２７．２％
となっており、県内では２２
位と中間より下に位置して
いますが、県平均よりも高く
なっています。



綾瀬市の介護予防事業

• フレイル測定会

フレイルに関する各種測定

• 人生１００年シニア健康教室

高齢期の心身の特徴・栄養改善・口腔機能向上等の講話と運動の実技指導

• レインボー健康体操

脳の活性化、筋力向上、骨を丈夫にすることを目的とした体操

• アプリを活用したフレイル予防事業

オンラインで他者との交流をしながら、運動習慣を定着させるためのアプリの普及

• 回想法指導者養成事業

市民活動団体との協働による回想法指導者の養成

• リハビリテーション活動支援事業

介護職員等への介護予防に関する技術的助言

事業の見直しを実施



フレイル測定会の課題

①測定に時間を要し、参加者の待ち時間が長い

②結果が具体性に欠け、フレイルの改善策が不明確

③事業目的やターゲットが曖昧



活用した未病製品

転倒リスク計測装置

STA²BLE（ステイブル）

・１分で立位年齢（転倒リスク）を

計測

・計測結果に応じたトレーニング

プログラムを提案



神奈川県との共催による事業の試行実施



フレイル測定会の課題

①測定に時間を要し、参加者の待ち時間が長い

→１人あたりの計測時間を３分から１分に短縮

②結果が具体性に欠け、フレイルの改善策が不明確

→わかりやすい評価指標で転倒リスクを可視化、具体的な

改善トレーニングを提案

③事業目的やターゲットが曖昧

→目的を転倒対策とし、転倒リスクに不安のある方をターゲットに

試行の結果
課題を解決し、
事業見直し成功！



７年度のフレイル測定会について

・６年度の試行実施の内容をベースに事業を組み立て

①STA²BLE（ステイブル）での測定

⇓

②測定結果に基づいた個別のフィードバック

⇓

③全体での健康講話と転倒予防に効果的な体操の実施



未病産業や企業へ期待すること

①より効果的な先進技術はどんどん提案してほしい

②類似製品が多すぎるのも困りもの

③費用面と人手不足の問題解消



ご清聴ありがとうございました


